
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高 松 市 伝 統 的 も の づ く り と は 

高松市では、先人たちがたゆまぬ努力によってつくりあげた歴史や地域に根差した文化、そして、盆栽、漆器、石製

品、伝統工芸品などをはじめとする伝統的ものづくりが、大切な地域資源として受け継がれています。 

しかし、近年、生活様式の多様化に伴う個人消費の変化などの影響や、各業界における後継者の育成の問題から、高

松市の伝統的ものづくりを取り巻く環境の中は一段と厳しさを増しています。 

このような状況の中で、他の都市にはない、高松ならではの伝統的ものづくりを、さらに魅力あるものにし、発展さ

せていかなければなりません。 

そのためには、私たち市民一人ひとりが伝統的ものづくりの大切さを理解し、事業者、関係団体、市が協力して伝統

技術の伝承と地域経済の活性化を進めていくことが必要です。 

伝統的ものづくり振興の基本理念を共有し、国、県その他関係団体等の連携が図れるようにするとともに、必要な施

策を実施することにより、地域全体で伝統的ものづくりを産業として支えていく環境を生み出していくため、「高松市

伝統的ものづくり振興条例」を制定しました。 

高 松 市 

伝 統 的 も の づ く り 
～全 2 3 品目～ 高松市には古くより、婚礼の際に花嫁が近隣に人形

を配る風習があり、練り物による人形が作られてきま

した。様々な型に原土をつめて型取りし、地塗りと彩

色を施して仕上げるもので、娘の幸せを願う親の心が

込められた縁起物が数多くあります。今日ではこのよ

うな風習は見られなくなりましたが、高松の伝統的な

郷土玩具として受け継がれています。 

高松市の鍛冶屋町では、昔からデコ（人形）作りが

盛んでした。その一つ、粘土や木の型に和紙を貼り重

ねて作ったものが張子と呼ばれ、江戸時代、松平賴重

が讃岐高松藩に入る際に製法が伝えられたとされて

います。重病のお姫様の病気を自分にうつし、島に流

されて亡くなった「おマキさん」の伝説にちなんだ「奉

公さん」は、ほのぼのとした表情で、多くの人に愛さ

れています。 

高松嫁入人形 [たかまつよめいりにんぎょう] 高松張子 [たかまつはりこ] 

高松市伝統的ものづくりに関するお問い合わせは 

高松市 創造都市推進局 産業経済部 産業振興課 

TEL：087-839-2411 FAX：087-839-2440 MAIL：shoukou@city.takamatsu.lg.jp    2023.06 版 



高松市の盆栽作りは、文化年間（1804 年～1818 年）に高松市西

部の鬼無・国分寺地区の愛好家が山野に自生する松を掘り、鉢植え

に仕立てたのが始まりとされています。その後、盆栽づくりは、農

家の副業として周辺一帯に広がりをみせる中で、盆栽を専業とする

農家も現れ、今日の隆盛を見るに至りました。樹形の美しさに加え、

水はけのよい砂壌土で育った松は「根腐れしにくく、傷まない」と

して定評があり、田園に松盆栽が広がる風景が独特です。 

今では盆栽の世界的な愛好家の増加を受け、アジアはもとよりヨーロッパ、アメリカなどへも輸出される

ようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盆栽 [ぼ ん さ い ]  

黒松 [くろまつ] 

常緑の葉と荒々しい樹皮が見所です。豪快に割れた幹肌ににじむ古相

と重厚な存在感は、まさに王者の風格です。  

昭和５８年１月 市木に制定。 

五葉松 [ごようまつ] 

樹形の乱れが少なく、短葉で栽培しやすいため人気の樹種です。香川

特産の銀性八つ房五葉松は葉性の良さが際立ちます。 

錦松 [にしきまつ] 

高松が発祥地となる黒松の変種で、大きく割れた樹皮が古木感を醸

しています。新品種の夢錦が好評です。 

手作りの原型に溶かした金属を流し込み、成形して

着色。一貫して鋳物師が携わり、仏像や梵鐘などから

器や土産物まで、幅広い製品が作られています。秋祭

りの獅子舞に使われる鉦も、伝統的な鋳造製品です。 

香川は全国でも獅子舞の盛んな地域です。神社の祭

礼に使われる獅子頭は、応神天皇の時代（４世紀頃）

に中国から渡来し、奈良時代に伎楽面となったものに

由来すると言われています。香川の獅子頭は、顎、耳、

取っ手など一部を除き、張子の手法が使われています。

粘土の型に和紙を張り合わせ、型抜きをした後、胡粉

や漆で素地を作り装飾を施します。軽量で丈夫な乾漆

造りが大きな特徴です。 

高松特産の手すき和紙と、塩江などの山間部で豊富

にとれる竹材を使い、明治２０年に岐阜産の日傘を参

考に作られ始めた高松和傘。日本舞踊に使う舞傘や観

光土産などとして、根強い人気がありました。蛇の目

や渦巻き、藤流れなどの伝統的図柄に加え、現代的デ

ザインも多彩。ひとつひとつ、手作りならではの存在

感を楽しめます。 

讃岐獅子頭 [さぬきししがしら] 

高松和傘 [たかまつわがさ] 

銅板に熱を加え、木槌や金槌でたたいて形をつくる

技法が、打ち出し。何度も繰り返したたき、人の手の

みで仕上げます。銅は熱伝導が優れているため、釜、

やかん、玉子焼き器などの調理具にも適します。打ち

出しで作ると地金がしまり、丈夫で長持ちするのも特

徴。独特の落ち着いた色合いは、使うほどに味わいが

増します。 

打出し銅器 [うちだしどうき] 

高松市国分寺町の南部に位置する鷲ノ山は、良質な

角閃安山岩でできており、古くから石材の産地でし

た。古墳時代には、石舟地区で石棺を製造。明治から

産業としての加工が発達し、現在も石材業者がありま

す。軟らかく、加工しやすい石質を利用して、灯籠や

彫刻物、墓石など、多様な製品が作られています。 

古くは、桶はヒノキの薄板を曲げて桜や樺の皮で閉

じ底をつけた曲物でした。現在のように細長い板を円

筒形に並べてタガで締め、底板を入れた構造になった

のは、室町時代から。桶に蓋をつけたのが樽です。生

活の器として受け継がれてきた香川の桶樽は、主に桜

の木で作られ、現在も、寿司桶・御櫃・杓などが、多

くの人に愛用されています。 

鷲ノ山石工品 [わしのやませっこうひん] 

讃岐桶樽 [さぬきおけだる] 

讃岐鋳造品 [さぬきちゅうぞうひん] 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代に高松藩主である松平家が、茶道・書道に付随し

て振興・保護したのが始まりです。江戸後期には、香川漆器

の始祖と言われる玉楮象谷が、中国伝来の漆技法に独自の技

を加えて新しい手法を創案。現在まで受け継がれ、蒟醬、存

清、彫漆、象谷塗、後藤塗の５つの技法は、国の伝統的工芸

品に指定されています。 

香川漆器 [か が わ し っ き ]  

国の伝統的工芸品 香 川 漆 器 ５ 技 法 

竹や木の素材の上に黒漆、又は朱漆を数十回塗り重ねた表面に、きわめて緻密

な文様を彫刻刀で線彫りし、その凹面に色漆を塡めて（はめて）、これを研ぎ出す

方法で、一種の漆象嵌（うるしぞうがん）です。この技法は、東南アジアから中

国を経て、室町時代にわが国に伝わったもので、典型的な彩色は黒地に朱の線彫

りをあしらったものです。肉池（にくち）・花活・菓子器・座卓・飾棚まで、その

格調の高さと華麗な文様は、香川漆器の王者そのものです。 

蒟醬 （きんま） 

存清 （ぞんせい） 
黒地・赤地・黄地などの漆面に色漆で絵を描き、その輪郭部や漆絵の主要部分

を彫刻刀で線彫りし、細部は毛彫りして仕上げる技法です。室町中期にわが国に

中国から伝わったもので、「存星」の名もありますが、香川では漆芸の始祖、玉楮

象谷が箱書きに印した「存清」を用いています。文庫、茶櫃、丸盆など、調度品

や生活用品として人気があります。 

彫漆（ちょうしつ） 
漆を何回も塗り重ねてその表面をケンと呼ぶ彫刻刀で彫り、美しい模様を作り

出すのが彫漆です。香川の彫漆の特徴は、色漆を塗り重ねて彫るところにありま

す。例えば、赤漆三十回、緑漆三十回といった具合に塗り重ね、欲しい色層まで

表面を彫り下げることにより、埋もれていた漆の色が表れ、芸術性豊かな絵模様

が描き出されます。室内インテリアとしても広く親しまれています。 

後藤塗（ごとうぬり） 

「梧桐塗」の別名もありますが、創始者・後藤太平翁にちなみ、「後藤塗」とし

て広く知られています。朱を基調にした飽きのこない文様は、使えば使うほど漆

の持つ独特の渋さと深い味わいが増すもので、日用品から家具に至るまで、香川

の代表格の漆器です。 

象谷塗（ぞうこくぬり） 

蒟醤・存清の芸術性にくらべて、民芸的味わいの深いのが象谷塗です。玉楮象

谷が始めたところからその名が生まれました。木地に漆の塗りを繰り返し、最後

に池や川辺に自生する真菰（まこも）の粉をまいて仕上げます。使い込むほどに

つやが出て渋味の増す特色があります。 

讃岐提灯は、香川県独特の秘伝一本掛けの技で竹ひご

を変幻自在に操り、提灯と提灯を組み合わせて製作しま

す。弘法大師が、中国から千二百年前に四国八十八箇所

の奉納提灯として伝承したとされ、他県にない一子相伝

の技が受け継がれてきました。この知恵のある技法によ

り、全国のあらゆる伝統的な提灯も製作復元でき、讃岐

うどん・龍・サンタクロース等の新しい明かりの世界も

開拓。現在は、「明かりの彫刻」として高い評価を受けて

います。 

初代高松藩主の松平賴重が、都の陶工、森島作兵衛

を呼び寄せて焼かせたのが始まりとされています。現

在の栗林公園の北門近くに窯を築き、藩の焼物として

代々受け継がれてきましたが、明治以降は、一般向け

の窯となりました。季節感にあふれ、郷土色豊かな絵

付けがされた茶道具や花器が作られ、珍重されていま

す。 

理平焼 [りへいやき] 

全国でも高い品質を誇り、使いやすさに定評がある

香川の左官鏝。古くは自然の木材を加工して作られた

木や竹の鏝でしたが、現在は、島根県産の安来鋼を使

用し、焼き入れを繰り返してひとつひとつ丁寧に製造

されます。大きさや形にも細やかな工夫がされており、

用途によって使い分けられています。 

肥松とは、樹齢数百年の老松の幹の中心部分のこと。

気候が温暖で雨の少ない香川では、昔から良質のもの

がとれ、江戸時代から木工品が作られています。脂分

を多く含むため光沢があり、光にかざすと赤く透けま

す。木目にも変化があるため、彩色を施さず自然の木

地のまま仕上げます。年月を経るほどに、さらに艶が

出て美しい赤茶色に変化するのも特徴です。 

左官鏝 [さかんごて] 

肥松木工品 [こえまつもっこうひん] 

防湿効果があるため、古くから寺社仏閣の宝物箱と

して重宝され、茶器や陶器入れとして庶民の生活にも

浸透してきました。木目が美しく光沢があることか

ら、現在では贈答品の入れ物としても広く使われてい

ます。箪笥など大きなものにも仕立てられる桐は、温

かみのある軽く柔らかい材質で、使うほどに飴色に変

化することも魅力です。 

日本建築の室内で、柔らかい光を通しながら、間仕

切りの役割を果たす障子は、鎌倉時代に作られ始めた

と言われています。組手とは、障子の格子の模様を手

作業で組み上げていく技法のことです。現在、障子は

建具店で作られますが、細かい作業を要する組手細工

の部分は、技術をもつ指物職人が作っています。 

桐箱 [きりばこ] 

組手障子 [くでしょうじ] 讃岐提灯 [さぬきちょうちん] 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松市の東部に位置する五剣山の麓、牟礼町、庵治町

で採掘される良質な花崗岩は「庵治石」と呼ばれていま

す。採石の歴史は、遠く平安時代にまでさかのぼり、江

戸時代に高松藩の御用丁場となったことから急速に発

達しました。彫刻家イサム・ノグチに絶賛されたことで

世界的にも高い評価を得て、現在も２００社程度の業者

が軒を連ねます。 

庵 治 石 の 特 徴 

庵治石の特徴は、地肌がとってもきめ細かいこと。庵治石を構成する石英・長石・雲母などの結晶

がとても小さいのです。その粒子の大きさにより、庵治石は細目（こまめ）・中細目（ちゅうこまめ）・

中目（ちゅうめ）などと分類されます。 

 中でも細目は小さな黒雲母の数が多く、磨き揚げる

と石の表面に二重のかすり模様がみられます。これを

「斑（ふ）が浮く」といいます。 また他の石に比べ

て非常に堅く緻密なため、細かな細工も可能なため、

墓碑墓石、石像、石灯籠、石臼といった伝統的なもの

だけでなく、近年は照明器具やテーブルウェア、雑貨

などにも幅広く使われています。 

庵治産地石製品 [あ じ さ ん ち い し せ い ひ ん ]  

四季の自然や動植物を芸術的に表現する和菓子は、

砂糖や餡などの材料を、菓子とは左右・凹凸を逆に彫

った木型に詰めて成形します。繊細な形づくりの要に

なる菓子木型づくりには熟練した職人技が要求され

るため、近年では、木型そのものが工芸品として珍重

されています。香川では明治３０年頃から作られ始

め、その技術が伝えられています。 

もち米で作られた防染のための糊を、筒描きや型紙

で図柄に沿って置いてから、藍がめにつけたり、刷毛

で引染めたりして、仕上げます。江戸時代、高松城下

の紺屋町は染物屋が軒を連ね、藍染めを中心に野良着

や着物が作られました。その技法は今に受け継がれ、

のれん、旗、獅子舞のゆたん（獅子の胴布）や、暮ら

しで使える雑貨なども作られています。 

菓子木型 [かしきがた] 讃岐のり染 [さぬきのりぞめ] 

碁盤の目のように織るので独特の風合いがあり、保

温性・吸水性に富む織物です。江戸時代に、高松藩主・

松平賴重に命ぜられた京都の織物師・北川伊兵衛常吉

が創案。藩の織物として、明治までは技法が秘密にさ

れていました。丈夫で長く使え、「多年を保つ」ので、

この名がついたと言われ、おめでたいものとして贈答

品にも用いられます。 

保多織 [ぼたおり] 

手まりは、平安時代に中国より伝えられたと言われ

ており、子どもの遊び道具として愛され、時代を経る

うちに我が国独特の美しい文様が考案されました。香

川の手まりは、讃岐三白（塩、砂糖、綿）のひとつ、

綿の糸を草木染めし、ひと針ひと針かがりながら、艶

やかな幾何学模様を描き出します。現在では、天然香

原料入りのまりなども作られています。 

讃岐かがり手まり [さぬきかがりてまり] 

畳は、古くは、重ねたり折ったりできる薄手の座具

でした。その後、次第に厚みのあるものとなり、公家

や武家、寺社などが格式ある空間づくりに用いたのが

古式畳です。四角、六角、八角、丸型など形も様々な

ものがあり、雅やかな柄生地を使い、縁取りされてい

るのも大きな特徴です。現代の生活に取り入れやすい

製品も数多く作られています。 

通風や採光のための欄間に彫刻を施した欄間彫刻

は、寺院・神社・書院造りに取り入れられ、桃山時代

から江戸中期に最も栄え、後に一般家庭にも普及しま

した。香川県には、高松藩主・松平賴重を慕って来た

飛騨の木工職人によって伝えられたと言われていま

す。木目を活かし、室内に日本の花鳥風月を取り入れ

た様は、伝統の風格を感じさせます。 

欄間彫刻 [らんまちょうこく] 

古式畳 [こしきだたみ] 


